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■　イベント自粛・延期ムード広がる

厚労省は20日、多くの人が集まる大規模イベントの開催について、

主催者に対し開催の必要性を検討するよう求めるメッセージを発表。

加藤勝信厚労相は記者会見で「感染拡大を防ぐには今が重要な時期。

国民の協力をお願いする」と述べた。

同省は「政府として一律の自粛要請を行うものではない」とも

説明しているが、イベントの中止や延期の動きは広がっている

一方で、中止や延期にまで踏み込まないケースもある。

21日にJ1の1試合で開幕するサッカーのJリーグは、J1の9試合など

23日までのカードを予定通り実施する。

開幕戦の湘南―浦和戦では、全てのトイレや入場ゲートに消毒液を配備。

事前にマスク着用や手洗い、うがいの励行などを呼びかける。

Jリーグの村井満チェアマンは「できる限りの努力をして自らの役割を

果たしたい」と話す。

シネマコンプレックス（複合映画館）を運営する松竹マルチプレックス

シアターズも休業や営業時間の変更をしていない。

担当者は「厚労省など公的機関からの勧告があれば営業時間短縮や

休業の一つの目安になる」と話す。

■　中国湖北省、企業休業を再延長 3月10日まで

中国の湖北省政府は20日、企業の休業措置を3月10日まで再延長すると発表（従来は2月20日まで）

水道や電気などのインフラや、医療や食品関連を除く企業に休業の延長を求める。

省政府が休業延長を指示するのは3度目、省内に依然として多くの感染者がいるなか企業の操業再開は

時期尚早だと判断、ウイルスの封じ込めを最優先し、職場や交通機関での感染拡大を防ぐことが狙い。

1月24日に始まった春節休暇を含めると1カ月半以上企業活動が止まることになり、経済への打撃が広がる。

湖北省には自動車産業が集積、ホンダや日産自動車、米ゼネラル・モーターズ（GM）などが工場を構え、

鉄鋼や半導体、パネルなど素材や電子部品の生産拠点も多く、中国本土の大部分では10日から企業が

操業を再開している。

湖北省の企業再開が遅れれば、製品や部品のサプライチェーン（供給網）が寸断され、湖北省以外の

生産活動も滞りかねない。

同省での生産を別の地域で代替する動きが広がる可能性がある。


